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北欧とロシアってどこ？



北欧の情勢

１）長期の戦争

a)大北方戦争

b)農民の貧困

２）各国による占領

a)ロシアの領地拡大



１７００年～

１)大北方戦争

a) ロシアは西へ移動

b) ロシアとスウェーデンの戦争

２)ロシアの占領

a)エストニア・リトアニアを占領

b)オーランド含むフィンランド占領



ウーシカウプンキ講和条約

１）ロシア・スウェーデン間の条約

２）領土の返還・割譲

a)フィンランドはロシアからスウェーデンへ

b)ラトビア・エストニアはスウェーデンからロシアへ



１）大北方戦争に敗戦したスウェーデン

２）ロシアに報復

３）対露報復戦争勃発



トゥルク協定

１）スウェーデンの対露報復戦争
a)トゥルク協定にて締結

２）1741年から1743年の間フィンランドは
ロシア占領下へ
a)ケミ川沿いに新たな国境
b)ラッペンランタとハミナを喪失



フィンランドの情勢

１）人口

a)1721年39万人～

1807年90万7千人

２）町の発展

a)占領下時代

b)18世紀に改善



結論

１）ロシア・スウェーデン間

a)領地問題の多い時代

２）領地間の戦争による貧困
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